
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 日本共産党野洲市委員会 
２００８年９月２４日  №１５３ 

市会議員 小菅六雄 (電話・FAX）589-4971  
 （メール）shgdy177@ybb.ne.jp  （ホームページ）http://www.yasusigi.net/̃kosuga/  
市会議員 野並享子 (電話）587-0985 （FAX）586-1102 
（メール）no73kyo_ko@ybb.ne.jp （ホームページ）http://www.yasusigi.net/̃nonami/ 

１９７２年２月生れ、３６歳。野洲高校卒、国立鹿屋体育大学中退。
アウトドアーインストラクター。野洲市近江富士に在住。 
 

 
青年と女性の５０％は非正規労働です。働くこと

に生きがいのもてる社会をつくります。◆労働者派

遣法の改善を要求します。◆市内企業に正規雇用の

義務付の指導を行なうことを求めます。◆市に労働

相談窓口を設置します。 
 

 暮らしが大変なときです。安心して子育てがで

きるまちをつくります。◆通院も中学校卒業まで

の医療費無料化をすすめます。◆働き続けられ、

子どもの成長を図る学童保育所を拡充します。 
 

市民と行政が一体となった環境保全をすすめます。 

 駅前整備に２４億円も使う税金

のムダ使いを見直し、市民本位の

利用者しやすい駅前整備に。同和

行政を終結します。 

すべての担い手を大事にし、やりがいのある市農業をすすめます 

高校時代、ラグビー部に所属したのがきっかけ

で、以来 20年ほどの付き合いになります。彼は、
明るい人柄と、何事にもまず自分がやってみると

いう積極的な性格のため、いつも彼の周りには人

が集まっていました。 
そんな彼には是非、ラグビー精神の「one for 

all, all for one」(一人はみんなのために、みんな
は一人のために)を胸に、野洲市のため全力を尽
くして頂きたいと思います。 

 
友人 松本裕史（永原在住） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民の暮らしを守るのが議員の役割です。ところが豊政会（自民党）と

公明党議員は、「後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書」「消費税の大

増税に反対する意見書」に反対。また、「これ以上負担を重くしないで」

という多くの市民の願いを踏みにじり、国保税や介護保険料の大幅値上げ

を強行しました。 
 

 日本共産党は市民のみなさんと力を合わせ切実な願いを届け

てきました。市政はもちろん国政にもキッパリと主張する日本共

産党が市議会で３議席になれば要求が大きく前進します。 

「もう年寄りは死ねというのか！」と怒りの声です。

自公の「見直し」でも差別医療に変わりありません。  

日本共産党は、野洲市でもみなさんと後期高齢者医療

制度廃止を求める署名に取り組み、市議会にも国にも、

みなさんの切実な声を届けてきました。 

 

「市民ねっと」「ネットワーク野洲」議員も、「パート労働者の最低

賃金引き上げを求める請願」や農家から出された「品目横断的経営安

定対策の見直しを求める請願」に反対。また、国保税の値上げや幼稚

園保育料の値上げ（２００６年９月議会）に賛成するなど、市民の暮ら

しを守る立場からかけ離れた態度です。 

 

みなさんと運動し要求してきた中学校

給食が昨年９月から全中学校で実現しま

した。入院医療費を中学校卒業まで無料

に拡充させるなど、子育て支援のまちづ

くりをすすめてきました。 

 

「ムダで必要ない」という市民の声を無

視して推進された新駅計画でした。  

市議会でも一貫して、「やめよ」を主

張したのが日本共産党市議団です。市民

と日本共産党の運動が実りました。 

 

※「パート労働者の最低賃金引き上げを求める請願」、幼稚園保育料の値上げについては、現在の「市民ねっと」「ネットワーク野洲」に再編される前の会派の態度 

 


